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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

　

ど
ん
な
支
援
を
し
て
も
ら
え
る
の
？

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

保
健
師（
看
護
師
）、
社
会
福
祉
士
、

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
３
種

の
専
門
家
が
連
携
し
な
が
ら
、
地

域
で
暮
ら
す
高
齢
者
と
そ
の
家
族

を
支
援
し
ま
す
。

　

高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
抱
え
る

悩
み
や
心
配
ご
と
な
ど
の
相
談
に

対
応
し
ま
す
。
介
護
・
保
健
・
医

療
や
福
祉
の
こ
と
な
ど「
ど
こ
に

相
談
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な

い
…
」と
い
う
場
合
で
も
、
ま
ず

は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
に

応
じ
て
自
宅
な
ど
へ
の
訪
問
も
行

い
ま
す
。

　

支
援
や
介
護
が
必
要
と
な
る
恐

れ
が
高
い
高
齢
者
が
、
自
立
し
た

生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
介
護

予
防
事
業
の
利
用
を
支
援
し
ま
す
。 　　

高
齢
者
虐
待
や
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
を
早
期
に
発
見
し
た
り
、
成
年

後
見
制
度
の
紹
介
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　

高
齢
に
な
っ
て
も
暮
ら
し
や
す

い
地
域
に
す
る
た
め
に
、
ま
た
、

地
域
の
多
様
な
社
会
資
源
を
活
用

で
き
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

関
や
団
体
と
連
携
し
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

　

認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う

る
病
気
で
す
。
１
人
で
悩
ま
ず
早

め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

《申込み・問合せ・相談窓口》居住地域の地域包括支援センターに相談してください。
名称 担当地域 住所 電話番号

豊岡地域包括支援センター 豊岡 立野町12-12 24-2409
城崎・竹野地域包括支援センター 城崎・港 城崎町湯島625-9 32-4599
　〃　　　　　　　　（竹野分室） 竹野 竹野町須谷1478 47-1425
日高地域包括支援センター 日高 日高町祢布891-2 42-0158
出石・但東地域包括支援センター 出石 出石町福住1302 52-7015
　〃　　　　　　　　（但東分室） 但東 但東町出合433-1 54-0515
※地域ごとに地域包括支援センターが設置されています。

何
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
！

﹇
総
合
相
談
支
援
業
務
﹈

皆
さ
ん
の
権
利
を
守
り
ま
す
！

﹇
権
利
擁
護
業
務
﹈

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

「
認
知
症
相
談
セ
ン
タ
ー
」で
も

あ
り
ま
す

自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う

支
援
し
ま
す
！ 

﹇
介
護
予
防
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
﹈

さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら
皆
さ
ん
を

支
え
ま
す
！ 

﹇
包
括
的
・
継
続
的

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
業
務
﹈

　市では、災害時に情報提供や避難支援を必要とする「避難行動要援護者」と「情報伝達等要援護者」
の名簿登録を行い、避難支援等関係者（地域で避難支援に携わる方）に提供しています。
　登録を希望する方は、申出書を提出してください。

災害時などに支援が必要な皆さんへ
「避難行動要援護者」「情報伝達等要援護者」の登録

区分 避難行動要援護者 情報伝達等要援護者

対象

高齢者等のみの世帯または単身の世帯で、
次のいずれかに該当
①要介護３～５の方
②身体障害者手帳１級または２級の方
③療育手帳Ａ判定の方
④精神保健福祉手帳１級の方
⑤ 災害時等の避難行動に特別な配慮や支援
が必要な方でその旨を申し出た方

災害時に情報提供などの支援を希望する方
で、次のいずれかに該当
①要介護３～５の方
②身体障害者手帳１級または２級の方
③療育手帳Ａ判定の方
④精神保健福祉手帳１級の方
⑤65歳以上だけの世帯の方
⑥市長が特に必要と認める方

支援内容 平常時の見守り、災害時の情報提供、避難
誘導、避難支援 平常時の見守り、災害時の情報提供

※情報伝達等要援護者は、以前は同居家族がある場合は対象外としていましたが、対象要件に該当していれば登録
できます。

《申込み・問合せ》社会福祉課☎24-7032または各振興局市民福祉課

クローズアップ豊岡
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号
付
き
反
射
ス
テ
ッ
カ
ー
」を

配
付
し
ま
す
の
で
、
登
録
者
の

靴
や
持
ち
物
な
ど
に
貼
り
付
け

て
く
だ
さ
い
。
捜
索
の
際
に
目

印
に
な
り
、
身
元
確
認
が
容
易

に
な
り
ま
す
。

○ 

事
前
登
録
情
報
は
、
市（
高
年

介
護
課
･
豊
岡
消
防
署
）と
豊

岡
南
警
察
署
、
豊
岡
北
警
察
署

で
共
有
す
る
た
め
、
ス
ム
ー
ズ

な
捜
索
活
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○ 

必
要
に
応
じ
て
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
見
守
り
･
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
員
に
協
力

を
求
め
、
登
録
者
一
人
一
人
の

見
守
り
体
制
を
作
り
ま
す
。

▼ 

日
時　

８
月
17
日（
土
）午
後

１
時
30
分
〜
４
時（
開
場
午
後

１
時
）

▼ 

場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
ほ

っ
と
ス
テ
ー
ジ

▼ 

内
容　

特
別
講
演「
み
ん
な
で

防
ぎ
、
地
域
で
支
え
る
認
知

症
」、
意
見
交
換
、
認
知
症
の

方
の
服
薬
管
理
に
関
す
る
情

報
提
供
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
紹
介

▼ 

講
師　

東
京
都
健
康
長
寿
医

療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
・
社
会
参

加
と
地
域
保
健
研
究
チ
ー
ム

研
究
部
長　

藤
原
佳
典
さ
ん

▼ 

意
見
交
換　
藤
原
佳
典
さ
ん
、

豊
岡
病
院
認
知
症
疾
患
医
療

セ
ン
タ
ー
長
・
高
石
俊
一
さ

ん
、
た
じ
ま
医
療
生
活
協
同

組
合
ろ
っ
ぽ
う
診
療
所
長
・

千
葉
義
幸
さ
ん（
認
知
症
サ
ポ

ー
ト
医
）

▼ 

申
込
み　
８
月
14
日（
水
）ま
で

に
、氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電
話

登録番号付き反射ステッカー

認
知
症
高
齢
者
等
見
守
り
・
Ｓ
Ｏ

Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？

　

認
知
症
な
ど
の
病
気
に
よ
り
、

外
出
し
た
際
に
道
に
迷
っ
て
し
ま

う
な
ど
、
行
方
不
明
に
な
る
可
能

性
の
あ
る
方
な
ど
を
、
関
係
機
関

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
力
機
関
、
そ

し
て
住
民
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、

日
ご
ろ
か
ら
地
域
で
見
守
り
を
行

う
仕
組
み
で
す
。
行
方
不
明
に
な

っ
た
場
合
に
、
速
や
か
に
捜
索
活

動
を
開
始
し
早
期
発
見
に
つ
な
げ

ま
す
。

ま
ず
は
事
前
登
録
を
し
ま
し
ょ
う

　

行
方
不
明
の
恐
れ
の
あ
る
高
齢

者
な
ど
の
家
族
に
は
、
事
前
登
録

を
お
勧
め
し
ま
す
。

○ 

市
内
に
居
住
す
る
お
お
む
ね
65

歳
以
上
の
人
で
、
認
知
症
な
ど

で
行
方
不
明
に
な
る
心
配
の
あ

る
人
の
身
体
的
特
徴
、
緊
急
連

絡
先
、
写
真
な
ど
の
情
報
を
事

前
登
録
し
ま
す
。

○ 

登
録
さ
れ
た
方
に
は「
登
録
番

認
知
症
高
齢
者
等
見
守
り
・
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業

《 

申
込
み
・
問
合
せ
》
高
年
介
護
課

　

☎
29

－

0
0
5
5　

F
A
X
29

－

3
1
4
4

豊
岡
市
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催

エコな　
ええこと
やってみよう！

第２回
快適な夏

　

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
、

身
近
な
環
境
問
題
と
家
庭
で
で
き
る

エ
コ
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課

　

☎
21

－

9
0
1
7

日
本
ら
し
い
工
夫
で
夏
を
快
適
に

　

開
放
的
な
縁
側
に
、
外
を
つ
な

ぐ
引
戸
。
そ
し
て
、
多
数
の
窓
。

景
色
を
愛
す
る
日
本
の
家
づ
く
り

の
特
徴
で
す
。

　

実
は
こ
の「
窓
」、
家
の
中
で
一

番
の「
熱
の
出
入
口
」な
ん
で
す
！

窓
か
ら
の
熱
流
入
対
策
に
お
勧
め

な
の
は
、
外
付
け
す
だ
れ
等
に
よ

り「
日
陰
を
作
る
」こ
と
。
上
か
ら

差
す
夏
の
太
陽
光
を
遮
る
た
め
に

南
面
は
斜
め
に
、
西
面
は
強
い
西

日
を
遮
る
垂
直
な
も
の
を
取
り
付

け
ま
し
ょ
う
。

空
気
の
出
入
口

　

す
で
に
家
の
中
が
暑
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
な
ら
、
空
気
の
入
口
と

出
口
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
高
い
温

度
の
空
気
は
上
昇
す
る
の
で
、
高

い
位
置
の
窓
を
開
け
て
熱
を
逃
が

し
、
１
階
北
側
の
窓
な
ど
か
ら
低

い
温
度
の
空
気
を
取
り
入
れ
る
の

が
理
想
で
す
。
防
犯
上
や
雨
の
心

配
が
な
け
れ
ば
、
夜
に
開
放
し
て

家
の
中
を
冷
や
す
の
も
良
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

夏
の
風
物
詩
・
風
鈴
も
使
え
ば
、

音
色
で
涼
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま

す
よ
。

身
体
の
芯
か
ら

　

身
体
が
熱
い
な
ら
、
ウ
リ
科
の

野
菜
・
果
物
を
。
身
体
か
ら
熱
を

取
っ
て
く
れ
ま
す
。
ち
な
み
に
ウ

リ
科
の
野
菜
の
保
存
適
温
は
約
７

℃
。
水
の
冷
た
さ
だ
け
で
保
存
が

で
き
ま
す
。
夏
の
食
卓
に
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

（ 

文　

暮
ら
し
の
エ
コ
を
す
す
め

る
但
馬
の
会
）
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